
タイトル テレワークにおける勤務管理の自動化及び紙媒体電子化の取組

申請事業者:みやさん食品株式会社（宮崎市）
業 種:食品加工製造販売業

コンサル事業者:ＴＩＳ西日本株式会社（宮崎市）
業 種:情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要
・新型コロナウイルスの影響下で、テレワーク率を上げたい。
※現状(2名）

・勤怠は、タイムレコーダーで管理しており、事務所への出社必須
・給与明細や社会保険申請の書類などは紙媒体での運用を実施して
いるため直接配布が必要。

・手作業を要していた、以下の業務を自動化
・勤怠データの給与システムへの取込業務
・給与明細書の配布業務
・社会保険申請書類の手続き業務
・年末調整申請書類の手続き業務
※テレワーク率アップ（4名）実現

・電子化する事で、社会保険申請書類や年末調整の転記ミス“０”を実現
・今後、パッケージの自動化機能を活用し、「個人作業の効率化」及び
「特定人員の作業負荷軽減」等、更なる業務改善の検討ができるように
なった。

ポイント テレワークでの勤怠データ処理の自動化及び紙媒体の
直接配布削減によるテレワーク率ＵＰを実現!

導入部門:総務部門（5名体制）
導入業務:勤怠・給与管理業務（4名体制）
目的:テレワーク時の勤怠処理及び紙媒体の見直し
ツール:SMILEV給与管理システム

給与明細電子化ツール「Web給金帳 Cloud」
社会保険申請電子化ツール「SMILE V テンプレート e-Gov連携2

for 人事給与」
年末調整書類電子化「SMILE V給与」※バージョンアップ

手法:テレワーク時の勤怠データ（EXCEL）をメール送信後、勤怠管理
システム及び給与管理システムへのデータ取込の自動化。
パッケージを利用した給与明細等の電子データによる配布。

規模:150件／月、4名体制の業務
導入費用:6,668千円

（機器・ソフト 5,968千円:コンサル 700千円）

その他

・勤怠データの電子化、給与明細、社会保険申請書類等の電子化により、
テレワーク率向上を図る。

・事務所への出社が必須である業務を削減する。
・勤怠データの電子化に伴い、システムへの取込の自動化にも取り組む。

RPA


